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はじめに

庄原市の
人口減少は激し
くなりますね。



枝肉価格の予測
では低下し続け
るようですね。

はじめに

引用 JA全農ミートフーズ株式会社



飼料価格は乱高下
が激しいことが予
測されますね。

はじめに



庄原に新たな畜産経営を提案することはできないか

★地域の人口減少傾向

★枝肉価格の低下傾向

★濃厚飼料価格の上昇傾向

地域の未来に提案できることは？？

はじめに



はじめに

農場HACCP
の取得

施設を変えたり
とお金がかかり

難しい

匂いを良くする
ことに価値があ

るのか

製作、販売に
費用が掛かり

すぎる

堆肥の匂いを良くし
家庭に向けて販売

牛の毛などの利用
で利益を出す

地域の課題解決
にならない



肥育放牧に挑戦！！
新聞で放牧肥育に
ついての記事を見
つけた

コストを抑えることが
できるかもしれない

リサーチ調査（聞き取り）
を依頼する

聞き取り調査をして
アイデアを頂こう！！

はじめに

日本農業新聞 2023/2/15 掲載
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☑舎飼いと放牧では放牧の方がコストを抑えることができる

☑少なくとも1頭当たり３０～３５aの面積が必要

学校の放牧区では面積が足りない

面積が少ないとコストも抑えることができない

聞き取り調査より

はじめに

課題



調査内容アグリビジネスアイデアソン

新たなアイデア

☑比婆牛の看板が掲げてある場所

で放牧を行う

☑実際に昔山の上で放牧をしていた過

去がある

☑昔放牧していた時代に出た問題を今

の技術で解決していけばいいのでは

放牧を経営だけ

でなく付加価値

としてみてもい

いのではないか

放牧を経営だけ
でなく

付加価値として
みてもいいので

はないか



新たな和牛の経営の提案

「比婆牛に新たな価値を創る」
に挑戦！！

引用：比婆牛｜広島和牛ホームページ



１ 放牧区の設置
放牧柵の設置と植生調査

２ 放牧牛の防疫
外部及び内部寄生虫や衛生昆虫からの感染症予防

３ 放牧効果
体側（体高、体重、腹囲）枝肉格付部位（僧帽筋厚、

ロース芯面積）、血液生化学検査（VtA、VtE、βカロ
チン、T-CHOL、BUN、GOT）

実施方法



供試牛の紹介

供試牛A 名号 彩美悠 登録番号 15646-6453-0

父:花勝百合 祖父:諒太郎 曾祖父:安福久

生年月日:令和４年６月２４日

供試牛B 名号 心結 登録番号 15646‐6454‐7

父:若百合 祖父:幸紀雄 曾祖父:勝忠平

生年月日:令和４年６月２４日

実施方法



比較対象牛
対照牛A 名号 美夢有 登録番号 16262‐6446‐3

父:若百合 祖父:福之姫 曾祖父:美国桜
生年月日:令和３年１０月２４日

対照牛B 名号 雲丹陽 登録番号 16262‐6447‐0
父:若百合 祖父:美津照重 曾祖父:幸紀雄
生年月日:令和３年１２月２３日

実施方法



放
牧
区
設
置

約３ｍ間隔で
高さ約２ｍの

木製支柱を設置。

４段
（15～20cm間隔、
地上から40cm）

で設置。

実施方法



放牧区 約１２a

実施方法（放牧区の設定）



春と夏２回実施

1m×1mコド
ラート法によ
る植生調査

実施方法（植生調査）



☑動物用金鳥ETB乳剤

200～400倍液の薬剤

毎週１回噴霧

☑バイメックトピカル

１か月ごとに

体重１kg当たり0.１mＬ

実施方法
（放牧のための防疫対策）



実施方法（放牧効果）
体側

（体重、体高、腹囲）

枝肉格付け部位の観察

（僧帽筋、ロース芯面積）



成績（TDN給与量）



シロツメクサ

70%

カラスのエンドウ

15%

コスズメガヤ

10%

スギナ

3%
コツブツメクサ

2%

グラフ 春の植生調査結果（％）

シロツメクサ

75%

カンザシイヌホオズキ

3%

ハキダメギク

5%

ケイノコヅチ

2%

セイバンモロコシ

5%
アメリカスズメノヒエ

10%

グラフ 夏の植生調査結果（％）

成績（植生検査 ）



成績（植生検査 ）



成績（放牧効果、体重）



成績（放牧効果、体高）



成績（放牧効果、腹囲）



供試牛A（15か月齢）
僧帽筋：29.2mm
ロース芯：33.1㎠

対象牛B（15か月齢）
僧帽筋：18.0mm
ロース芯：38.9㎠

成績（枝肉格付け部位の観察）



成績 血液検査



成績 血液検査



供試牛Bケガによるエサの摂取量低減が見られた

放牧中の行動観察が必要

まとめ（放牧区の設定）



まとめ（（枝肉格付け部位の観察）

対照牛A
枝肉写真

ロース芯面積 101㎠

対象牛A
エコー写真

ロース芯面積予測 63.8㎠



体測、枝肉格付け部位の観察、各血液成分と
もに際立った変化は見られない

💡放牧でビタミンコントロールを実施しない

ことからうける肉質の変化を観察

まとめ



まとめ

のびのびできるよ～

💡慣行的な肥育牛の飼育の差別化を図るため
ストレスの数値化



💡放牧肥育での増体を安定的にするため分娩牛の
栄養充足向上による胎子の増体を図る

💡強化哺乳により育成以降の増体を促す技術
についての調査研究

まとめ



ご清聴ありがとうございました


